
平成29年度モデル企業による働くパパ・ママ支援実践事業 

みんなでチャレンジ！ 
仕事と育児・家庭を 

両立しやすい職場づくり 
子どもたちが親の職場を見学する「子どもお仕事参観日」。 
働くパパ・ママに触れる機会は、親子の絆を深め、 
新たなコミュニケーションを生み出すとともに、 
職場と家族の交流により、仕事と育児・家庭の両立支援の意識醸成につながります。 

株式会社大潟印刷（能代市） 
業種／製造業 従業員数／１３名 
http://www.hamanasu.co.jp/ 
 
(株)大潟印刷は、ポスターやパンフレット、広報
誌などのほか、秋田杉の間伐材を活用した名刺と
いった幅広い製品に対応した印刷サービスを提供
しています。 
 
参観日の参加者：１名 

当日のスケジュール 

8:30 集合 

社内見学 

9:00 お仕事体験 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
どんなものをつくっているの？ 
お父さんの職場へ来るのは久しぶり。少し緊
張気味のしゅうやくんに、お父さんの同僚が
話しけてくれました。この子知ってる？との
問いかけに頷くしゅうやくん。どうやら学校
の印刷物を作成中だったようです。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いろんな準備が必要 
お父さんが担当しているのは印刷用の版をつくる
製版の工程です。初めて見る金属製の板は、どう
やって使われるのかな？そばにある機械を見せな
がら、お父さんが分かりやすく解説してくれまし
た。 

http://www.hamanasu.co.jp/
http://www.hamanasu.co.jp/


 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印刷が完成するまで 
工場の1階には印刷したり、印刷後の製品を
切ったり折ったりする機械が所狭しと並んで
いました。お父さんの説明を聞きながら見学
するしゅうやくんを、従業員さんたちは静か
に見守ってくれました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実際に動かしてみよう！ 
社内をぐるりと見て回ったあとは、お父さんがお
仕事を実演してくれました。パソコンに向かって
作業するお父さんを見て、どう思ったかな？版に
印刷する場面では、機械への金属板セットを体験
しました。 

保護者から 
 
・幼稚園の頃、会社まで連れてきたことはあり
ましたが、中を見せたのは初めてです。 
・入学式など主立った行事は夫婦で参加してい
ます。休むときは、前日までに仕事の段取りを
つけ、当日に影響が出ないよう努めています。 
・これまで仕事について話したことはあります
が、何をしているかはよく分からなかったと思
います。学校からの配布物をつくることもある
ため、これはお父さんがつくっているのかな、
と思ってくれるかもしれませんね。 

職場から 
 
・以前は近くの幼稚園に通う従業員の子が帰り
に立ち寄ることがありましたが、ここ何年かは
久しくなかったですね。 
・参観日は初めての試みですが、自分の親が働
いているところを見られる良い機会。印刷業と
いうことでお客様の情報を適切に管理する必要
がありますが、子どもが見学できる部分はある
と思います。 


